
LANDesk®資産管理
実用的なサービス管理の基盤構築

LANDesk ホワイトペーパー



目次

概要 ............................................................................................................................3
不適切な資産管理の隠れたコスト .....................................................................................3
資産管理 : 所有資産の管理手法 .......................................................................................3
KOALA: 複数の指標による資産価値の算定 .......................................................................4
主要コスト .................................................................................................................4
所有者 ......................................................................................................................4
アカウンタビリティ ......................................................................................................4
ライフサイクル ...........................................................................................................5
割り当て先 ................................................................................................................5

CMDB の基盤としての資産管理 ......................................................................................5
資産管理の実現と拡張 ....................................................................................................6
サービス管理の実現に向けて : LANDesk による強力な推進 ................................................6

本文書は、LANDesk Software, Inc. および関連会社（“LANDesk”と総称）が保有する機密・独自情報を記述したもので、特定の LANDesk® 製品に関連して提供されるものです。本文書のいかなる部分も、LANDesk の書面による事前の同
意なしに開示または複製することはできません。明示または黙示にかかわらず、また禁反言その他の理由を問わず、いかなるライセンスも、あるいは保証も、本文書をもって与えることはありません。LANDesk が提供する製品のライセンス契約条
件で定められている場合を除き、LANDesk はいかなる形の責任も負わないものとします。LANDesk 製品は、医療、救命、生命維持用途への使用を想定して開発されたものではありません。LANDesk は、本文書に間違いがないことを保証する
ものではありません。また、LANDesk は、仕様や製品説明を含む本文書の内容を随時、断りなく更新、修正、変更する権利を保持します。

Copyright © 2009, LANDesk Software Ltd. All rights reserved. 

LANDesk、Targeted Multicast、および Management Gateway は、米国および他国における LANDesk Software Ltd. および関連会社の登録商標または商標です。その他のブランド名や名称は、他社の所有権に該当する場合があります。

Lenovo、Access Connections、Active Protection System、Embedded Security Subsystem、ImageUltra Builder、Rescue and Recovery、Secure Data Disposal、ThinkVantage Technologies、および System Migration Assistant は、
米国および他国における Lenovo Group Limited の登録商標であり、LANDesk Software Ltd. はこれらを同社の許可の下に使用しています。
LSI-0650  01/08 JBB/NH



www.landesk.co.jp3

LANDesk ホワイトペーパー  |  実用的なサービス管理の基盤構築

概要
次のような経験はありませんか。

IT 部門がデータ センター用に新しいサーバを購入し
ました。導入が順調に進み、問題なく稼働し始めま
した。ところが 1 ～ 2 か月経った頃、I/O コントロー
ラが機能しなくなりました。IT 管理者は一時的にこ
のサービスを別のサーバに移し、障害が発生したサー
バをネットワークから切断しました。そして、保証修
理に出す必要がある旨の電子メールを送信しました。

しかし、宛先に適切な担当者を指定しなかったため、
受信した相手はそのメールを無視しました。翌週、
清掃担当者が、切断されたサーバがファイル キャビ
ネットの前に置かれていることに気が付き、サーバを
ストレージ クローゼットに移しました。その後サー
ビスが問題なく運用されていたため、サーバ故障の
件はそのまま忘れ去られてしまいました。以降 2 年
間、クローゼットの隅で埃をかぶったまま放置されて
いる、何の利益ももたらさないサーバに対して 1 万 
5,000 ドルものリース料とライセンス料を支払ったの
です。

このようにひどい間違いはめったにないとしても、不
適切な資産管理が、さまざまな状況で小規模に発生
し、企業の収益に損害を与えることは珍しくありませ
ん。たとえば、IT 資産が適切に導入されて正しく機
能していても、それらの資産の内容、ライフサイクル、
創出価値を客観的かつ包括的に把握している IT 部
門は決して多くありません。客観的なデータの不足
は、不適切なサーバ配置以上にコストを増加させる
ことになります。

一般的な企業では何十点もの IT 資産が十分に活用
されていなかったり、適切に割り当てられていません。
その結果、部門からのニーズを満たすために、本来
不要な IT 資産が購入および保有されることになり、
サービス提供のために費やされるコストに見合う効果
を上げられないという状況が恒常化します。場合に
よっては、状況はさらに悪化します。顧客の機密情
報が大量に保存されているディスク ドライブのような
資産を適切に管理しないと、保管の履歴が記録され
ず、正しく扱われない可能性があり、ビジネスに壊滅
的な影響を及ぼしかねません。

不適切な資産管理の隠れたコスト
購入要求からライセンス管理、構成管理、サイクル
更新、そして廃棄ポリシーまで、各ビジネス プロセ
スを構築済みの企業でも、 それぞれのプロセスを独
立したサイロで管理していることが少なくありません。
そのような環境では、各プロセスの所有者間にはまっ

たく、あるいはほとんど連携はみられません。その
結果、未割り当ての資産や割り当てが不適切な資産、
遊休資産、機能していない資産、または完全に不要
な資産が発生します。そして、資産の新規購入時に、
どのベンダがデバイスのライフサイクル全体にわたっ
て TCO を抑制するソリューションを提供するかを示
す客観的データを得ることができません。

さらに、通常、IT 部門には、サービス提供に使用す
る資産のコストに基づいてサービスの価格を正確に
算出する方法はありません。一部のサードパーティ 
ベンダを利用する場合を除き、IT 部門には、予算の
割り当てや部門へのコストの配賦のような形でのコス
ト管理に必要なコスト データは、ほとんどありませ
ん。同様に、社内顧客にも、IT サービスの利用に
よるメリットが利用コストに見合うものであるかどうか
を客観的に判断するために必要な情報が不足してい
ます。

モバイル コンピューティング、キャンパスの分散、ユー
ティリティ サーバの普及、および頻繁な担当者の入
れ替えに伴い、今日の一般的な組織では、膨大な数
のデスクトップ、ノート PC、およびサーバの台数を
把握することが難しくなっています。アナリストの推
計によると、IT 部門は、2007 年に 4,500 億ドル以
上をハードウェアに投資しています。それらのハード
ウェアのうち 10 % が未管理になったとしても、500 
億ドル近くの投資回収機会が失われる可能性がある
ことになります。しかし、10 % というのは控えめに
見積もった数値であり、 多くの組織では、所有する
ハードウェアの 30 % 以上が管理されていません。
そのような資産は、誰によって管理されているのか、
使用されているのかどうか、どれくらいの価値を創出
しているのか、だれも把握していません。潜在的な
損失は膨大な額に上ります。その内のいくらが貴社
の損失額になるでしょうか。

資産管理 : 所有資産の管理手法
もちろん、そのような損失を見過ごしてもよいと考え
ている企業は存在しません。実際、規模の大小を問
わずあらゆる企業が何らかの資産追跡を行っていま
す。購買、IT、設備管理およびその他のほとんどの
部門に対して資産追跡が義務化されており、Excel の
ような単純な表作成ツールを使用して、所有資産と割
り当て先を追跡しています。しかし、情報が動的で
はなく手動で保守するのは煩雑であり、部門間で連
動していないため、情報の正確性が失われ利用価値
が低下しがちです。

真の資産管理モデルを採用する必要性が、ここにあ
ります。資産管理モデルは、所有設備を単に一覧に



www.landesk.co.jp4

LANDesk ホワイトペーパー  |  実用的なサービス管理の基盤構築

するためのものではありません。IT 資産のコスト、価
値、割り当て先およびライフサイクル状態を動的に管
理し、洞察するためのアプローチです。LANDesk は、
真の資産管理を、資産リポジトリの基盤の上に構築さ
れた、拡張可能で段階的に統合可能なアーキテクチャ
であると定義しています。資産の追跡情報は、資産リ
ポジトリでフォームベースのリレーショナル情報として
保持されます。リポジトリの実際の内容は、企業の戦
略的目標に基づいて決定します。

導入初期には、通常、基本的な情報の追跡から開始
します。基本的な情報の種類としては、コンピュータ
のベンダやブランド、購入日、購入部門、割り当て先、
リース期間や保証の期限などがあります。効果的な資
産リポジトリでは、これらの基本情報に加えて、組織
における資産管理手法の高度化に伴い、情報の範囲
を変更および拡張できる必要があります。IT 部門は、
システムの識別に使用する情報を網羅できるように、
段階的にソリューションを構築していきます。

KOALA: 複数の指標による資産価値の算定
IT 資産は単なる電子機器ではありません。それぞれ
の資産から最大限の価値を引き出すため、効果的
なソリューションでは、各種のビジネス価値に関する
データ収集と分析がサポートされます。単純な指標
で、資産管理の主要な側面 － KOALA: 主要コスト
（Key cost）、所有者（Ownership）、アカウンタビリティ
（Accountability）、ライフサイクルの状態（Lifecycle 
status）および割り当て先（Assignment）－ を把握し
ます。

では、それぞれの資産データの詳細と、それらがアカ
ウンタビリティのある、効率的で動的なビジネス プロ
セスにどのように寄与するかを次にみてみましょう。

主要コスト
資産所有の総コストは、購入価格よりはるかに大きな
ものです。総コストには、ライセンス、保証、保守、
ダウンタイムおよびその他の要素も含まれます。ほと
んどの組織では、予算策定から購買、出荷、ヘルプ 
デスク、IT その他に至るまで、関連情報が複数の場
所で収集および保存されます。このように情報が分断
されているため、たとえば、同種の資産を追加購入す
る際のベンダ選択などの高度な意思決定に、それら
の情報を活用することが難しくなっています。

統合された資産リポジトリを活用すると、全体的な
所有コストを把握できるので、関係者間の駆け引き
などの人的要素によって決定されがちな項目に、客
観性をもたらすことができます。たとえば、あるユー
ザが、外出時に持ち運びが容易な特定のベンダのノー

ト PC の購入を働きかけるとします。しかし別のベン
ダの重いノート PC のほうが、ビジネスの信頼性向
上のためのレコード追跡に適しており、堅牢性に優れ
ておりライフスパン全体において修理が少ないため
ダウンタイムが短く、TCO が抑制されることが予測
されています。

資産管理によって TCO の差を明らかにし、そのデー
タを基に、ノート PC ユーザの主観的な好みとの調整
を図ることができます。また、重いけれども出張中に
壊す心配もなく安心して使うことができるという利点
によって、ユーザを説得することもできるでしょう。

所有者
発注、受領、そして支払いを完了した資産は誰が所
有するのでしょうか。答えが常にはっきりしているとは
限りません。データ センターに配置され会計担当者
や給与計算担当者が使用するものの、企業全体や株
主のために使用される財務アプリケーション サーバ
は、だれが所有者となるのでしょうか。故障時の修理
費用は、だれに課金すべきでしょうか。

資産管理により、各資産のコストをだれが負担（分担）
しているかを追跡することができます。ビジネス単位
や部門別に詳細な予算計画を策定し、IT 部門が適
切な課金を行い、IT サービスの価格を正しく算定す
ることができます。同様に重要であるのは、資産管理
によって、所有者を決定するための規則が確立される
ため、企業運営のコスト効率が向上し、より効果的に
なるということです。

Accountability
資産の所有者またはユーザは、使用するユーザ（価値
の提供先）のグループと必ずしも同じとは限りません。
サーバの場合、データ センターがハードウェアを所
有し、そのサーバで実行されるサービスは企業全体
で利用します。ただし、サーバの稼働状況や、サー
バが想定どおりの価値を提供しているかどうかについ
て、特定の担当者が説明責任を負います。

インフラストラクチャ デバイスの場合、そのデバイス
の複数の側面について複数の担当者が説明責任を負
います。たとえば、ある担当者は、電力、冷却、アク
セシビリティ、および物理的なセキュリティなどの物
理的な運用環境を保守します。別の担当者は、コア 
オペレーティング システムが IT 基準に従ってインス
トールおよび管理されているかどうかについて責任を
負います。さらに他の担当者が、このハードウェアと 
OS 上で実行されるアプリケーションやデータベース
を保守します。ソリューションには、これらの責務す
べてを追跡できる柔軟性が求められます。
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アカウンタビリティはさまざまな理由から必要とされ
ます。サービス デスクが問題解決の振り分け先を
決めるために必要なだけではありません。アカウンタ
ビリティの追跡によって、資産の割り当て、機能維持
および保守を適切に行うことができます。前述のク
ローゼットで放置された故障サーバの例では、アカウ
ンタビリティの欠如が、まったく利益を生み出さない
サーバに対するリース料とライセンス料として、企業
に 1 万 5,000 ドルもの損失をもたらしました。

ライフサイクル
資産のライフサイクルの状態を知ることで、ライフサ
イクルのそれぞれの時点で、資産から十分に価値を創
出することができます。たとえば、新しいサーバを注
文した場合、受領、支払い、資産登録、運用準備、
割り当てなどのイベントが発生することが予測されま
す。それぞれのイベントを追跡することによって、受
領していない資産に支払いを行わないようにすること
ができます。また、受領後直ちに資産登録して運用
準備を行い、保証を有効にすることができます。

ライフサイクルの状態を知ると、このような導入初期
のイベントのほかに、管理を簡素化し、アカウンタビ
リティを強化してライフサイクル全体における ROI を
最大化することができます。たとえば、修理が必要に
なった PC は、現在価値を生み出していなくても減価
償却は発生しています。ライフサイクルの状態を追跡
することによって、できるだけ迅速に修理を行うこと
ができます。ライフサイクルの最後の段階では、ライ
フサイクルの追跡アプリケーションは、環境規制に基
づいて資産を適切に廃棄するために必要なエビデン
スを提供します。

ライフサイクルの状態追跡は、他のコンプライアンス
も強化します。一例として、何千件もの顧客の個人情
報をハード ドライブに記録したノート PC を損失した
場合の一般的な報告手順について考えてみましょう。
ライフサイクルの追跡でも損失自体を防ぐことはでき
ませんが、Sarbanes-Oxley 法や HIPAA 法の規定に
則った手続きに必要な情報を提供することができま
す。つまり、所有者の履歴を文書化する際に、コン
プライアンスに従って効率的に調査することができま
す。ハード ドライブのサービスを停止し、ディスクの
消去および廃棄のために業者に送る場合も同様です。

割り当て先
割り当て先とは、資産を物理的に保有し、その資産
で想定どおりの価値が提供されるようにする責務を負
う担当者（個人またはグループ）のことです。資産管
理の割り当て先をアカウンタビリティと混同しないよう
に注意してください。IT 資産のアカウンタビリティは、

IT 部門内の担当者に帰属するのが一般的です。一方、
割り当て先は、通常、ユーザのことを指し、資産が適
切に使用されているかどうかの判断に役立ちます。

資産の追跡は、現在の利用率の評価や今後の予算お
よび購入の計画策定に役立ちます。たとえば、未割
り当ての資産があることがわかっていれば、新しい資
産を購入せずにそれらを導入することができます。割
り当て済みでも使用されていない資産がある場合、次
の予算サイクルではそれらを更新しないようにするこ
とができます。たとえば、ドキュメンテーション部門で、
だれもしない表計算プログラムが全コンピュータにイ
ンストールされているケースです。また、ノート PC 
や PDA のような資産が行方不明になることも防げま
す。とりわけ、資産およびコストを正確に把握して、ユー
ザが必要とするハードウェア、ソフトウェア、およびサー
ビスを提供することができます。IT インフラストラク
チャ、エンドユーザ システムの価格を算出し消費財と
してサポートして、コストを適切に配賦できます。

CMDB の基盤としての資産管理
長い時間をかけて、資 産リポジトリは ITIL
（Information Technology Infrastructure Library）に
定義されているように、本格的な構成管理データベー
ス（CMDB）の中心的コンポーネントとなってきまし
た。その変遷を理解するには、CMDB の製品ではな
く CMDB 自体の革新的なプロセスを正しく理解する
ことが重要です。

ITIL に記述されているように、真の CMDB は、サー
バ、ネットワーク設備やアプリケーションのようなイ
ンフラストラクチャ要素の効果的なサービスレベル管
理の基本的な要素となります。個々のデバイスを構成
および管理するためのソリューションではなく、IT イ
ンフラストラクチャ全体の一体的なサービス管理のた
めの構造化されたアプローチです。したがって、今日
現在もこれからも購入可能な製品ではありません。む
しろ、テクノロジに裏打ちされた CMDB がベスト プ
ラクティスといえます。IT が長い時間を経て、統制さ
れたイニシアチブによって、プロセス管理、構成管理、
データ収集および標準化に到達したものです。

資産管理はその性質上、IT 資産を構成するすべての
ハードウェアおよびソフトウェアを対象とします。エン
ドユーザ デバイス、アプリケーション、ライセンスな
ど、その他の種類の資産もすべて同様です。つまり、
CMDB に関連するあらゆる資産が包括的に対象にな
ります。

CMDB の要素に関する知識を習得し管理するには、
関連するインフラストラクチャ資産を、個別に識別、
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追跡および管理できる必要があります。つまり資産管
理は、規則として、完全に機能する CMDB の構築
に必須であり、また、CMDB の構築後の運用でも大
きな役割を果たすものです。CMDB の達成に必要な
テクノロジとプロセスを獲得するには、包括的な資産
リポジトリに基づく資産管理ソリューションがスタート
として最適です。

資産管理の実現と拡張
では、効果的な資産管理、さらには CMDB と効果
的なサービス管理を、ITIL に規定されているように
実現するにはどうしたらよいでしょうか。

まず最初に、強力な構成管理ソリューションを導入し
ます（まだ導入していない場合）。これによって、エン
ドポイントを制御しセキュリティで保護して、機能とパ
フォーマンスを最適化できます。また、エンド ユーザ
が破壊的な変更を加える危険性も排除できます。次
に、このソリューションを基にして、KOALA の各側
面を追跡する完全な資産リポジトリを段階的に構築し
ていきます。

資産リポジトリの構築は、データ リポジトリの構築か
ら開始するのがよいでしょう。特に、収集が容易で、
特定のビジネス プロセス全体に対する管理の改善に
使用できるデータから開始することをお勧めします。
次に、収集したデータを、追跡対象の資産に関連す
るビジネス プロセスによって定義されるコントロール 
セット内に構築します。これによって、特定のサービ
スを構成する要素を把握し、より効果的にサービスを
提供するにはどうしたらよいかを検討することができ
ます。

最後に、ブランド化および価格決定した製品として、
サービスをパッケージ化します。このモデルでは、IT 
は基本的に、企業を「内部アウトソーサ」として捉え、
ニーズへのプロアクティブな対応、サービスの適切な
価格決定、ハード データに基づいてサービス レベル
および応答時間を保証します。追加サービスや拡張
サービスが要求された場合、追跡データを使用して
正確に価格を見積もります。

資産管理のデータを蓄積していくと、データの洞察に
よって有用な事実を発見することができるようになり
ます。新しいニーズを満たすための資産リポジトリの
拡張を、資産リポジトリの管理性を保つためにビジネ
スに無関係なデータを除外したまま実行できます。こ
のようにして、資産管理を成熟させていきます。最初
は購入履歴やライセンスのような単純なデータの追
跡から始め、徐々に、保守コストの分析、資産とサー

ビスの使用を統制する企業ポリシーの構築、監査目
的の文書化プロセスへと拡張します。新しく管理対象
にするデータ項目は企業の目標に関連するものに限
定し、データ収集自体が目的にならないように留意し
ます。

資産リポジトリを配置したら、コントロール レイヤを
追加し、データを収集および分析するための規則を
構築します。さらに定期的にプロセスを見直して、IT 
をサービス プロバイダとして再構築し、後追いでの
問題の火消し役に留まることがないようにします。こ
のようにして資産管理を洗練していきます。この時点
までの取り組みは、あらゆる部門にメリットをもたら
しています。営業部門は、支出コストに対する収益を
正確に把握できるようになります。IT 部門はサービス
の価格を決定し予算を正確に策定できます。ビジネス
全体で、必要なサービスを、不要なコストを掛けずに
調達できるようになります。

資産管理の拡張をさらに推し進めていくうちに 
CMDB が完成します。CMDB は総じて ITIL サー
ビス管理の基本的な要素であるため、CMDB の完
成と共に、サービス管理も構築されていきます。段階
的に構造化を進めていくうちに、サービス管理が完成
します。

サービス管理の実現に向けて : LANDesk 
による強力な推進
長い間 IT 部門で優勢であった、事後対応型の問題
処理では IT のサービス レベル管理は実現しません。
提供する総合的なサービスの状況に即して資産を関
連付けることによって、購買、変更管理、保管の履歴、
監査、ライセンス準拠、コンプライアンスおよびその
他の基本的なビジネス プロセスについての管理を強
化することができます。

これまでの情報の蓄積を基に、サービスの提供に必
要な資産のサービス カタログを作成し、サービス品
質指標を定義して、最終的には、ITIL で定義された
サービス中心の IT プロセスを作成することができま
す。この時点で、IT の、事後対応型の技術中心のコ
スト センターからプロアクティブなサービス中心型の
プロフィット センターへの転換が完了します。

LANDesk は、この長期にわたるプロジェクトでお客
様が成功を収められるように支援いたします。2008 
年、LANDesk は実績に裏打ちされた管理ソリュー
ションを基に、本格的な ITIL サービス管理への円
滑な計画的移行を実現するための革新的な新しいソ
リューションの提供を開始しました。

詳細は www.landesk.com をご覧ください。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


